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 角膜疾患は失明/低視力の原因の中で世界で2番目、日本で4番目に多く、そのうち水疱
性角膜症（Bullous keratopathy : BK）は主要な失明原因である。BKは角膜移植で治療す
るが、何度角膜移植を行っても移植片機能不全となる難症例が一部存在し、その要因の
一つとして虹彩損傷が知られている。虹彩損傷の原因として、Iridocorneal Endothelial 
Syndrome（ICE症候群）や虹彩分離症などの特発的疾患群、虹彩レーザーや眼内手術が
あり、これらの疾患横断的に時間が経ってからBKが生じることは多くの臨床研究で知ら
れていた。しかし、虹彩損傷とBKとの関連について根拠のある説明はこれまでになされ
ていなかった。近年、虹彩損傷が角膜内皮移植後の内皮減少に寄与することや、角膜移
植後の内皮減少に、角膜と虹彩の間に存在する前眼房（前房）水サイトカインが関与す
ることが示されるようになった。 
 今回、虹彩損傷が前房内微小環境における慢性炎症と関連するとの仮説のもと、既知
の虹彩損傷と前房水中サイトカイン濃度の関連性を調べた。 
 対象は、東京歯科大学市川総合病院において白内障手術ないし角膜移植を施行した201
眼である。術前に前房水を採取し、ビーズアッセイ法で20種類の前房水中サイトカイン
濃度（IL-1, IL-1, IL-4, IL-6, IL-8, IL-10, IL-12p70, IL-13, IL-17A, IP-10, MCP-1, IFN-
, IFN-, MIP-1, MIP-1, P-selectin, E-selectin, sICAM-1, TNF-, GM-CSF）、プロテイ
ンアッセイ法で前房水中タンパク質濃度を測定した。また、細隙灯検査所見から術前の
虹彩損傷の程度を判定、虹彩損傷のない126眼、軽度虹彩損傷（1-2象限）のある21眼、
重症虹彩損傷（3-4象限）のある24眼の3群に分類した。 
 術前に採取した前房水中タンパク質濃度は、虹彩損傷の重症度と正の相関を示した
（P<0.05）。また、前房水中サイトカイン濃度に関して、虹彩損傷の無い眼と比較し、
虹彩損傷を有する眼においてIL-10など炎症抑制性サイトカインを含む多数（計測した20
種類中12種類）のサイトカイン濃度の有意な上昇を認めた（P<0.05）。さらに、臨床因
子の多変量解析の結果、治療抵抗性の緑内障および複数回の内眼手術歴が虹彩損傷の重
症度と有意に関連した（P<0.05）。そして、眼内レンズ挿入眼、非挿入眼とも、虹彩損
傷の無い眼と比較し、虹彩損傷を有する眼において複数のサイトカイン濃度の有意な上
昇を認めた（P<0.05）。 
 本研究では活動性炎症を有する眼を除外しており、検査所見上は明らかな前房内炎症
を認めない眼であっても、過去の虹彩損傷が前房内での慢性炎症と関連することを示唆
する結果となった。さらに、スティーブンスジョンソン症候群などの重症眼表面疾患に
おいても、角膜上皮-内皮のバリアを超え前房内サイトカイン上昇があった（副論文）。 
 本研究の結果から、虹彩損傷が直接的に房水血管柵の破綻をきたし、前房内の慢性炎
症を惹起して角膜内皮細胞密度減少に関連する可能性が示唆された。また、バリアの破
綻する病態で眼表面・角膜内、前房内の微小環境の病的変化が組織横断的に存在するこ
とが示唆された。 
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